
遠州広域水道(太田川系)受水の概要
経緯　太田川ダム昭和5昨予備調査着手昭和6厚度,治水ダムとして実龍幅調香
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太田川ダムの建設にあたり、太田川流域の市町で構成する“ダム建設促進期成同盟会’’か 
ト　ら静岡県に対して、多目的ダムとして採択をされるよう「遠州」地域広域的水道整備計画」の 
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ト盤窯弼霊誤認悪深手貴のアンケ十調査を期した。 
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(2)料金の徴収方法、時期等については、受水開始年度までに受水市町と充分協議し言 
決定きれたい。 

(3)遠州広域水道用水供給事業の経営変更認可にあたっては、施設計画の詳細につい; 
て　蜜水市町と協議しその意向を充分尊重されたい 

県からの協議を受けて、合併剛の旧袋井市、旧浅羽町では、この件を3月議会に諮り、了 
承。議会の議決を得たため、受水量を含む「遠州地域広域的水道整備計画」の改定につ 
いて、同意する旨県に回答した。 

田川ダム青定水量決定:太田川分81.000高/日(内餐井市19,調の病/日)〉 

平成12年 �� �6r�以前回答した水量を減量したいと申し出る市町があり、県では確認のため関係市町に再調 査を実施。旧袋井市と旧浅羽町は、以前の申込水量に変更はない旨回答した。 ト9月議会…太田)iiダムの給水計画に対して一部自治体から取水量の変更案が出ている問 
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更なしを表明。民福委員会で「太田川ダムの経緯と取水量について」報告。(質疑なし) 

く太田川ダム継接続録糠定:太田川分67.400購/日(内縫井市19.000nl/日)〉 
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日21従来水量23,800十新規水墨8.700(新規全水量17,400×50%) 
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ト　3月i・・受水5市町で基本料金・使用料金見直し等要望書を県企業局へ提出 

(l)H2lへ25年度実績を反映させ、基本料金・使用料金の引き下げを行うこと 

(2)事業計画等をゼロベースで見直し、コスト削減を図ること。基本水畳と使用水量の再騰 

縮小に向けた検討を行うこと 

(3)適正な基本水量や料金水準を維持するため、定期的な協議の場の設置など見直しの 

(4)遠州水道用水供給事業の予算・決算に係る財務情報をはじめ様々な情報提供・報i 

5月…5市町首長が県知事へ直接要望 

11月…県より回答 

・基本料金→据え億き(施設更新マスタープラン策定後見直し) 

・使用料金→1円/肩減額 
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了’2032年度伍新料童品薄誌京畿毒、條盲盲諦誘電薪香南をii’‾1…∵ 

藻松市1。5,5。。謝。→。2,2。。品。　言1・186伽(抑軸円)と算定‥ 

翫患　部減昌二捻総鵜 
;湖西市　25,000証/日→17,000証/日　　　　至 

…森町　　8,500壷/日→　6,500証/日　　　　~ 

し　計　292・100前日→169i600前日　　ノ 
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ト詩宗認諾関する脚局長への鞄行動にかて・市曇“贈“水道部曇が受水 

ト　県企業局i経営戦略(H30へ39)」策定に伴う協議開始 

鹿難問の財政見通しを作成 
…　資金残高:給水収益の3カ月分程度の確保　　　　　　　　　　　　　i 

…　損　　益;施設更新や企業債償還の財源として適期6億円の利益を見込む　i 

;更新事業費:更新MPから太田川ダムに係る更新費用176億円を追加 
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H31へ35年度の総括原価と5市町の負担の在り方について協議 

ト設詫課龍鞋る県境最への要望行動において、市長“県譲“師敬服が 

ト策競●県鮨原価、5市町の負担の在り方、水価について5市町協議(必要に応じて 

:県鰹鵜価藩議監離籍分程度。,確保 
;賀新車糞費;鶏群謹灘饉耕難詰謂精鑑識蕾絹群 
言　質産維持費:当初6億円を見込んでいたが、起債充当や国庫補助金算出方法を 

見直し5億円に縮減 

ト豊董研究会から県へ基本料金(@33円→32円).使胴金(@11円現状髄)に 

12月…県から研究会へ要望について回答あり。基本料金(@33円)・使用料金(@ 

ト11円)でいずれも現状価格据置にて回答。ただし、使用料金(@11円)について 
は、実績により変更する可能性ありとの記載あり。 

ト　3月…研究会開催。今後の研究会運営について協議。 
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ト　謹誓言蒜露盤詐読手露盤詳認諾露として支払 
う。(規約変更) 

10月…第2回研究会　各市町が抱える経営課題(料金改定、技術職員の技術継承、 
災害対応等)について意見交換。 

ト例研究繋措諒県の総括原価の検証、他用水供給事業の料銚系について事 

ただし、この経費を4市町(浜松市以外)は年2万円を負担金として支払 
つ。 3月…第3回研究会総括原価(H26年度一H30年度県企業局決算)の検証及び意 

見交換、他用水供給事業の料金体系事例研究に向けた情報共有を行う予定であった 
ト　が、新型コロナウイルス感染症の感染対窮のため開催見送り。　次期開催は新型コ 

ロナウイルス感染症収束時期まで見合わせ。 



1将来の蘭画輸水量　・

更新基準年度(平成挫年度)における受水市町の希望受水量を計画給水量として設定す

るものとした。

受水市町は、水需要予測、水源計画等から希望受水量を予測し、最終的に受水市町の同

意により169,000品/日を計画給水量として設定した。 (図表4)

なお、計画給水量については、今後の受水市町の水需要予測や、送水管路の漏水、管体

調盃などの状況を踏まえ、所要の見直しを行っていく。

"図表4更噺基準年廉く平成録年度)における将来の蘭画給水量
、、∵ ��X��|｢��品/目) 

現況同規模 儺�+ﾈ+Xｬ��

浜松市 ��cR經���82,200 

磐田市 鉄�駑ﾘ*��40.00 

製井市 鼎��"�+"�23.900 

湖西市 �#Rﾃ���17,00 

窯町 唐經���6,500 

請 �#�"�����169.6(調 

2　紐股蘭画(機能・規模)の織部

取水場・浄水場等の施設については、これまでも定期点検等を行うとともに、修繕・

更新が必要な施設は「長期修繕・改良計画」に基づき計画的に対応しており、安定供給

を継続している。

施設については、以下の観点から機能規模を定め更新整備を進めていくこととした。

(り　将来の計画給水量に見合うよう適正な規模へのダウンサイジングを行う。

②　大規模地震発生後も取水・浄水機能を確保するため、全ての施設を耐震化する。

③施設の維持管理や緊急時に対応するため、浄水場等は2系統とする。

④　浄水場は、天竜川の左右岸に各l箇所とする。開運する内容は以下のとおり。

・於呂浄水場に関連する施設は廃止する。

・寺谷浄水場は、新・旧施設を統合する。

・豊田、中原調整池を廃止し、匂坂、竹之内調整池へ統合する。

・天竜川にかかる送水管は、浄水場間の連絡送水管として利用する。

⑤　水源は、寺谷浄水場及び都田浄水場とも2水源(2河川からの取水)とする。

⑥　浄水場等で使用しない用地は売却していく。

遠州水道3



遠州広域水道に係る「空(カラ)料金」一覧表

空料金“全自治体　H 1 7-H 3 0　　　　(1トン当たり基本寄食33円として望糧食を書出〉

減船市 儁I68�2�嚢井市 僞�*ﾂ�鶏西市 ����

軸17 几都"ﾃ塔�ﾃ�3R�109,673,850 �3&涛唐ﾃ����札763,500 ��#"ﾃ�32ﾃ����1,092,550.粥5 

動18 都C�ﾃSsRﾃ�3R�99,080.850 �3�緜��經�"�54.004.5(" ��3bﾃ�S津����1,061,300.787 

軸19 田s"ﾃS#津�3R�86,078,850 �#帝{塔2ﾃ##b�54,301.500 ��#bﾃ#Sゅ����968.951.511 

惟0 涛#�ﾃ##づ����93言18,740 �#2驅��8ﾋ餽｣b�56,799,600 ��#�ﾃ�ッ���+"�工215.045.876 

H21 田SRﾃCc"ﾃS���123.931,500 ��#��3#Bﾃ#c��51,430,500 ��32ﾃC3S�S���1,005,584.269 

帽没 都c2ﾃ�32ﾃS���100,831,500 ��C�繝sゅ�モ�40.936,500 ���ゅ��ゅ����1,164,587,部8 

唯3 塔3"綺4津���寄4,777,00 ��Sb��S2縱Sb�41.的5.500 ��#ゅ鼎r經���1,2償,503.756 

動24 塔S�ﾃ�#津����115,942,200 ��s2ﾃSs�ﾃ�cb�39.210,600 ��#R紊Cb�#���1,製陶.998,166 

i健5 �4�2ﾃ#cBﾃ����133,864〇割" 傲ﾓ迭繝#b�=ﾘ*"�44.467,500 ��32ﾃ�3�ﾃS���1.361,2軸,384 

惟6 �4澱ﾃイ�ﾃ���149,003,500 �#3��3"ﾃ��b�49.252,500 ��3B��sや雲ﾂ��1.478,106,036 

肥7 涛3Bﾃ���ﾃS���146,503,500 �##r紊#づ�Cb�48.460,500 ��32縱�"霍)+"�1.490,354,646 

晴28 ���bﾃcsRﾃ��+"�219.529,200 �##2ﾃS3�ﾃ3���39,600,00 ��#rﾃ��"ﾃ���1,516.517,508 

議29 塔迭ﾃSs�經���242,896.500 �#�r��湯ﾃS唐�33.016i500 ��3B��s偵����1,522,762,098 

間0 塔cづ�3津S���263,851,5(柳 �#�B緜�づ��"�35.194.500 ��4ﾃ田r�����1,514,560.542 

柵 ���ﾃSsb�����3�R�1,969,883,190 �"��#b緜Sづ33r�642,473.700 ��ﾃ��R紊�"ﾃs���18,021言00.232 

115,7億円 ���緝壓冷�20.2億円 澱紿壓冷�18億円 ����壓冷�

※日量真綿重→ 「義満意の水運の続演」の「請〇 ・ -日義大隊水量」より引用

(嚢井市、鵜西市については水運震握当事からの回答分を真鯛水量とiした)

※使用水量→ 「購○意の木霊の続演」より引用



遠州広域水道　袋井市実線

日量契約 僖隴Hﾅ��|､�鰻鋳�実使用量B(品) 俚x��2��2��基本料金単価　CX33(円) 

高/日 �3cR���ﾔ"�133 

H17 �#2ﾃ����8,鋪7,000 途ﾃcビﾃ�C��999,960 �3"ﾃ涛ゅc���

H18 �#2繝���8,687,000 途ﾃs#偵��b�957,894 �3�ﾃc��5經�"�

H19 �#2ﾃ����8,687,000 途ﾃsィﾃCs��902.522 �#津s�2ﾃ##b�

H20 �#2ﾃ����8,687,000 途ﾃ田づC���718,592 �#2縱�2ﾃS3b�

[21 �3"ﾃS���11,862,500 唐ﾃ�ッﾃ��r�3,676,493 ��#�ﾃ3#Bﾃ#c��

動22 �3B�#���12,483タ000 唐ﾃ#�2ﾃ田B�4,269,036 ��C�ﾃピづ�モ�

H23 �3bﾃ����13,140,000 唐ﾃC�づ�c��4.73十932 ��Sbﾃ�S2縱Sb�

H24 �3rﾃs���13,760,500 唐ﾃS��ﾃs唐�5.259,702 ��s2經s���cb�

H25 �3津S���14,417.500 唐ﾃC�85�3S"�5.934.148 ��迭ﾃ�#bﾃャB�

晴26 鼎�ﾃ#���,15,038.000 途ﾃ�#Bﾃ����7,213.092 �#3づ�3"��3b�

H27 鼎�ﾃ#���15,038.000 唐ﾃ�Cbﾃ#3��6.891.762 �##rﾃC#ゅ�Cb�

H28 鼎�ﾃ#���15,038,000 唐ﾃ#cBﾃ3#B�6,773,676 �##2ﾃS3�ﾃ3���

H29 鼎�ﾃ#���15,038.000 唐ﾃCSbﾃ�釘�6.581,806 �#�rﾃ�湯ﾃS唐�

H30 鼎�ﾃ#���.15:038.000 唐ﾃS3Bﾃs#b�6,503,274 �#�Bﾃc�づ�C"�

計 �� ���Bﾃ�ビﾃc���61,413,889 �$樋#bﾃcSづ33r�

総括原価のうち固定費/基本水量=基本料金(単価33円)

総括原価のうち変動費/使用水量〒使用料金(軍側旧)’


